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学校の授業が

楽しくなる!!

小・中・高生

個人指導で弱点補強を!!東 進 塾

東 小 金 井 駅 南 口 す ぐ

外国人講師のネイティブ英会話開講中

７
月の都議選の選挙期間中に無免許運転で人身事故を起こした木下富美子都議が辞任を表明した。小池都知事の公務復帰を待っ

ていたかのようなタイミング。都知事に引導を渡されたそうだが、都知事と都ファの責任逃れのための演出のようにも･･･。

立憲代表選。大敗北でも
政策の再検討の跡見えず。

編集委員 佐野 浩

冬 期 講 習 生 募 集 開 始 ！
前期４日間：12月24日（金）・25日（土）・27日（月）・28日（火）

後期４日間 :１月４日（火）～７日（金）

志望校判定テスト：12月29日（水）

講習料金例：１対１コース（完全個人指導）
小中高生・１科目

４日間12,240円 全８日間23,240円

少 人 数 ク ラ ス あ り

98％が営農継続の意向生 産
緑 地 「永続できる農地を」の声も

駅前コスモ保育園
小金井市東町４-42-１-206

第二コスモ保育園
小金井市梶野町５-８-20-Ｂ

荻窪コスモ保育園
杉並区荻窪５-６-５-1F

第四コスモ保育園
小金井市梶野町５-８-25-10

なかみなみコスモ保育園
中野区南台３ｰ６ｰ17-3F

成田コスモ保育園
杉並区成田西３-８-12

こだはなコスモ保育園
小平市花小金井南町１-25-33-１F

武蔵境コスモ保育園
武蔵野市境１-20-５

みたいぐコスモ保育園
三鷹市井口1-9-19

ふちしらコスモ保育園
府中市白糸台3-44-23

おぎぶんコスモ保育園
杉並区天沼3-11-1-１F

しなおおコスモ保育園
品川区大井1-31-1-１F

詳 し く は 右 記 ま で
お問い合わせください

株 式 会 社 コ ス モ ズ
人事課 採用担当

TEL042-383-3024
小金井市東町4-38-26トーケンプラザB1F

★昇給あり！★借上社宅制度あり！★賞与年３回！（約4.5か月、２年目以降）★社会保険完備！

要保育士資格（実務経験不問）7：15～20：15の内、実働８ｈ 週休２日制

(※土曜出勤手当・皆勤手当・会議手当込）
月 給 2 2 万 5 8 8 0 円 ＋ 経 験 給

十八コスモ保育園
小金井市梶野町５-10-29-１F

とごきしゅコスモ保育園
品川区平塚２ｰ11-1-1F

保 育 士 募 集 ！

第六コスモ保育園
小金井市梶野町５-３-25-211

第十コスモ保育園
小金井市東町４-10-９

こだきしゅコスモ保育園
小平市花小金井南町１-25-33-1F

（仮称）二十コスモ保育園
小金井市前原町３-41-24-２F(令和４年４月開園）

（仮称）こだすずコスモ保育園
小平市鈴木町２-621-21(令和４年４月開園）

来年４月から市街化区域内で「生産緑地」に指定されている農地の指定解除が始ま

ることで懸念された「2022年問題」。小金井市では生産緑地の約98％が特定生産緑地

として10年延長する見込みであることが19日開催の都市計画審議会で明らかになった。

立憲民主党の代表選立候補者(逢坂誠

二、小川淳也、泉健太、西村智奈美)の

日本記者クラブ主催による討論会が22日

都内で行われた。同討論会を朝・毎・読

の各新聞が報じている。朝日は「憲法議

論や経済政策などで４氏の主張に明確な

違いはなく、枝野幸男前代表の路線から

変わる改革の方向性はわかりにくかった」

「約２カ月前の自民党総裁選の討論会で

は４候補者が年金や原発で(中略)議論白

熱(中略)派閥同士も激しく牽制し合った」

と報じ、読売も「議論低調 話題に欠け

る」「４氏の政策 大同小異」と見出し

をつけた。毎日も「立憲４氏、憲法議論

容認」「前執行部から転換」との見出し。

新聞で読む限り衆院選の敗因を小川氏

は「いわゆる穏健保守層、自民党に入れ

るかどうか迷っていた人たちを引きつけ

る力が弱かった」、泉氏「（他の野党と

選挙協力を進めたため）街頭演説をする

時に、『比例選はどこどこ（立憲）』

と言いにくい環境にあった」とし、

他２者はこの件に触れなかったよ

うだ。

しかし上記でわかるように、先

の選挙の政策の適否と敗因との掘

り下げをしていない。

先の選挙で当選人数でも議席倍

率でも一番伸びたのは維新であり、

一番減らしたのは立憲である。だ

としたら維新の政策と立憲の政策

の比較検討をすべきであろう。残

念ながらその検討をした形跡すら

４氏の発言からは窺えない。つま

り、「財政を無視した政策で良かっ

たのか」「身を切る改革、行財政

改革は必要ないのか」「それらの

改革で財源は見つかるのか」の激

しい内省、苦悩、決意、決断が伝

わってこない。参院選は大丈夫か？

と心配する人は多いのではないか。
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今回の衆議院議員選挙は、

与党が総理の顔を変えたこ

と、コロナの感染者数が選

挙時に激減したこと、野党

が誇大広告を出し有効な対抗政策や批判が

出来なかったことで、与党の勝利となりま

した。殆どの国民は、与党の横暴は止めて

欲しいという事であったにも拘わらず、政

権選択選挙とは思っていませんでした。

コロナ対策では、我が国は160万ベッドも

有しながら活用できず、菅義偉前総理は

「医療界にはお願いするしかない」と弱音

を吐きました。しかし、既得権益を破り、

法改正を含め、医師、看護師のみならず歯

科医師、救急救命士等も含めた全医療界を

糾合して、コロナに当たる態勢を取るため

の対案を出せなかった野党もその存在意義

を失いました。更に経済では、国民一人当

たりのＧＤＰでも平均賃金でも韓国に抜か

れ、失われた30年の責任追及と経済政策を

打ち出せなかったのも敗因と言えます。

小選挙区制で自民党に脅威を与え勝ち抜

くには、共産党を含めた野党統一候補しか

なく、今回の選択は間違っていなかったと

考えます。政策的野合批判を避けるには、

共産党が前衛を止め外交・防衛政策を始め

現実政策に歩み寄り、地方議会を含めた唯

我独尊的主張を変えさせる方向にもってい

くしかないと思います。野党は、10年の政

権プランを立て準備すべし。それができな

いと我が国の政治は、世襲と安定を好む国

民性からして江戸260年体制に戻る可能性

があるかも知れません。

なぜ日本では政党・政策本位の二大政党制が根付かないのか。小金井市にゆか
りの深い有識者が解説する、我が国の民主主義の現状と課題。連載第３回。日本の民主主義を展望する③

東京都都議会議員（前議長）・前稲城市長

石 川 良 一

「10年計画」で野合脱皮を

三大都市圏の「生産緑地」指定を受け

た農地は、30年の営農を条件に税優遇措

置(固定資産税額は市街化区域農地の100

分の１程度に軽減)を受けられる。この

制度が導入されたのは1992年で指定され

た農地は来年４月以降、30年の期限を迎

える。期限経過後は自治体による買い取

りが可能だが、買い取れない場合は指定

が解除され、宅地への転用が可能となる。

ただ、財源の問題などから自治体の買い

取りは難しいのが現実。結果、指定解除

された宅地などが市場に大量に出れば地

価の下落などを引き起こす可能性がある。

これが生産緑地の「2022年問題」だ。

しかし、2017年に国は生産緑地法を改

正し、税優遇措置を10年延長できる「特

定生産緑地制度」を新設。これが営農の

継続を促す。国土交通省の「特定生産緑

地の指定意向調査」によれば、今年９月

末時点で、指定済みか指定見込みの生産

緑地は全体の81％に上る。

小金井市の生産緑地面積は現在、約57

ヘクタール(ha)で、７月30日時点で「そ

のうち約98％が特定生産緑地として営農

を続ける見込み」(市都市計画審議会)だ。

府中市約91％、国分寺市88％、三鷹市87

％と比較的営農を継続する農地が多い近

隣市の中でも小金井の数値は突出してい

る。「他市に先駆けて特定生産緑地への

移行を促進」(ＪＡ東京むさし)するなど

してきた関係者の努力が実ったようだ。

一方、小金井市内の生産緑地面積は減

少傾向が続いている。「1993年の約86.44

haをピークに年々減少し、現在約56.76ha」

(市都市整備部)。30％以上も減少した。

今年度は前原町５丁目の7400㎡もの土地

の所有者から小金井市に買い取りの申し

出があったが、「予算が合わず宅地とな

る」(市都市計画審議会)。同審議会委員

からは「この区域には竹林もあり、緑を

失うのは残念」。「30年前、生産緑地は

いずれ宅地化すべきものと考えられた。

今は永遠に残るよう希望している」など

の意見が出た。市は昨年度改定した「み

どりの基本計画」の中で「農地や社寺林・

屋敷林などの身近なみどりは良好な住環

境の維持・創出に大きく貢献する」とし、

「今後も生産緑地指定の継続を行ってい

く」としている。

自治体の買い取り難しく

良好な住環境を維持・創出

小金井市観光まちおこし協会は来年３月か

ら始まる「セミナー農園」(写真上)の利用会

員を募集中だ。「セミナー終了後には野菜栽

培の基礎が身につく本格的なもの。販売所や

ラウンジを併設し地域の方たちの交流の場に

なる。農福連携事業として障害者福祉にも役

立ててゆく」(千葉幸二事務局長)。東京都の

事業だが、場所はJR武蔵小金井駅北口から徒

歩５分の好立地。詳細は同協会へ。☎042-316

-3980 http://koganei-kanko.jp/farm/

約3000㎡の農園を利用。シニア(50歳以上)と小中学生が対象。


